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Sometimes these are contained in Pro Bono

Legal Advice

Legal Representation

Legal Advice
Legal Representation
Legal Education
Law Reform

Private Practice=Private

Leal Aid=Governmental

Community Legal Centre=Governmental but Independent

Full Fee=Usual legal Practice
Pro Bone=No Fee
Reduced Fee
Contingent Fee

Private Lawyer

Governmental Lawyer

Trade Off

*This table is shown by Prof Simon Rice at ANU 
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ル
を

μ
抗
と
す
る
ほ
ぷ
rVい
れ
泣
織
で
め
る
行学以

る
と

3
れ
、
さ
ら
一
い
法
教
育
(
(
い
ご

H
H
E
Z
Eぞ
何
%
を
}
何
門
7
5
5
5〉

や
法
改
苧
(
】

kE〈
?
?
5
2
~
、

C
L
仁
学
へ
の
弁
護
の
一
派
遣

も
ι

ノ
ロ
ホ
ノ
活
動
に
久
行
ま
れ
る
と
送
れ
て
い

こ
の
場
合
r
v
b
、
民
間
法
律
下
務
所
・
明
業
す
ぷ
土
が
、
政
有

の
日
叩
幻
に
よ
ら

1
、

U
ら
の
ね
組
む
可
法
ア
ク
七
人
文
淀
川
お
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
ポ
/
/
ト
と
な
る
n

リ
ー
ガ
ル
エ
ノ
ド
と
え
同
法
律
ド
卦
指
針
・
間
菜
#
設
ー
ー
の
ブ
ロ
ボ
ノ
活
動
以
札
で
J
4
1

ス
ヘ
L
フ
リ
ア
の
司
法
ア
ク
セ
ス
を
支
、
ズ
て
い

づ

Q

hゾ

Z

'

〈

[

戸し
τ
しハし

A

℃士山
γhu

C
L
C
は
独
i
J

の
法
人
倍
を
も
九
、
山
畑
出
い
に
寄
付
八
r
b
L
集
め
て
心
業
を
行
う

F

」
と
が
で
き
之
c

も
勺
レ
も
、
一
γ
人
出
~
一
そ
の
毘
叶
円
資
金
の

ほ
と
ん
ど
い
つ
い
て
政
府
の
村
助
金
を
交
け
、
ま
た
リ
i
ガ
ル
L

イ
日
事
務
所
寸
句
の
委
託
業
務
を
か
下
作
れ
し
て
引
き
ず
J

メ
げ
て
し
る
し

た
が
っ
て
、
じ
Y

】
仁
は
、
そ
の
独
山
件
に
関
し
て
は
火
山

rrザ
ホ
浅
町
に
近
い
が
、

殴
古
川
の
資
金
に
依
O
I
r

一
、
い
る
と
い
、
つ
L
1
…
で
は

り
ー
ガ
凡
ニ

f
ド
と
践
似
之
」
位
青
山
ノ
げ
に
あ
る
と
円
八
て
よ
い
じ

L
C
の
活
動
も
ま
た
、
口
氏
山
法
律
事
務
山
・
隠
業
弁
護
ム
自
の
プ

ロ
ボ
ノ
J
U
劫
ど
は
は
引
さ
れ
る
べ
き
も
の
J
一
い
う
こ
ζ

に
な
F

叫

づ

l
ス
ト
ラ
リ
ア
の
j
法

γ
ク
ト
ス
ム
又
村
松
山
一
行
何
多
凶
卵
性
に
つ
い
ご

イ
ー
ス
ト
ヲ
ア
の
司
法
ア
ク
セ
ス
支
漆
初
段
は
、
で
の
あ
り
々
が
各
校
と
あ
る
ば
カ
り
で
な
く
、

サ

P

二〈
h

叶
存
り
て
の

b
の
も
事

様
で
あ
る
巳
尽
半
・
刑
事
一
か
立
に
対

L
て
法
的
助
一
打
、
い
代
川
押
宅
介
護
の
サ

l
ピ
人
廷
供
umγ

行
わ
れ
る
の
み
な
ら
す
、
J

当
詐
弁
マ
札
ム
ム
、
裁

判
μ
h
M
札
予
健
一
以
制
皮

(
A
D
R
)
 
の
利
用
支
援
、
情
郭
松
町
、
法
教
育
、
そ
し
て
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
の
咋
ポ

h
i

が
幅
ー
い
く
行
わ
れ
て
い

る
f
C
L
じ
が
地
域
住
今
日
刊
に
酎
判
明
し
た
ガ
l
ピ
ス
提
状
長
行
っ
て
い
る
こ
と
も
汗
目
メ
れ
る
〈
さ
ら
に
、
す
で
に
日
木
で
も
4

疋
yjaL



ー
さ
ご
い
乙
い
か
、
ゃ
ん
4

椅
斗
組
織
内
、
行
政
と
の

4
一
峰
山
が
交
?
し
て
い
る
の
も
ヌ
ス
ト
ブ
リ
ア
の
山
内
法
ア
ク
L
T
ス
ぶ
長
制
慢
の

， 
dう

る

符
巾
」
的
川
L
山同日ソから、

μ
六
位
民

の
人
権
問
一
叫
に
つ
い
て
似
引
の
支
援
材
剥
が
一
設
け
ら
れ
、

ス三戸
2
5日
ゾ

h
E
2
m
v

一ふ司、、

P

F

-

J

h
-
J
L
L
句

1
ノ、
J

-

↑

d
A
T
叶
門
戸
「
旨
乙
な
と

T
m二t
ボ
ザ
マ
ン
二
の
上
泊
所
有
権
団
復
活
訪
ぇ
民
な
ど
も
治
会
に

C
わ
れ
て
い
る
コ
紅
、
え
て
、
広
大
な
亘
十
ゆ

コ
ハ
ド
都
市
郎
以
札
の
ほ
と
J
ど
の
同
械
で

l

叶
法
過
疎
の
判
認
が
あ
り
、
一
士
灯
よ
う
な
司
法
過
涼
わ
ご
川
法
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
人
J

め

の
株
々
な
[
ム
ヤ
ヘ
弘
行
わ
れ
て
い
ゐ
u

竜
「
山
千
ス
力
イ
プ
r
山手ん
A

利
い
川
し
て
法
的
助
一
円
や
ゆ
け
報
提
供
を
〆
イ
い
、
ま
だ
現
地
内
弁
護
士
や
行
凶

と
協
心
し
て
、
抑
イ
川
部
と
僻
地
と
の
裕
一
寿
が
少

L
で
も
小
え
く
な
る
よ
う
な
努
力
が
行
わ
れ
ご
い
る

G
4杭
で
は
却
し
か
悩
ム
け
す
る
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こ
と
は
で
え
な
い
地
、

吋
能
な
範
初
で
オ

1
1
7
2プ
リ
ア
心
両
法
ア
ク
Lr
一
ス
十
人
減
恥
伎
の
μ
り
l
ピ
ス
内
八
戸
山
多
様
川
に
つ
い
て
も
件
に
り

か

L
L
一
一
人
け
さ
た
し

t
l
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
同
法

γ
ク
令
ス
支
援
制
度
の
肢
史

そ
れ
ぞ
れ
の
円
出
7

ク
ふ
ス
ぇ
援
制
烹
の
具
体
的
利
介
・
検
引
を
打
、
の
ノ
ム
引
に
、

-
4
1
i

ス
ト
一
日
ノ
リ
ア
の
一
円
以
ア
ク
七
ス
ム
問
削
守
伎
の
窓

山
工
を
片
町
山
一
庁
に
探
り
返
っ
て
お
く

オ
ス
ト
一
ソ
リ
ア
の
一
一
円
江
ア
ク
セ
ス
支
援
制
茂
の
一
任
叫
ん
は
ね
二
次
叶
界
大
戦
山
に
ま
で
遡
る
)
さ
れ
、

一
九
刈
二
年
に
日
連
邦
に
上
つ
仁
中
川
係
若
向
け
に
設
値
さ
れ
た
(
J
C

コ】
5
0
2
5
2三〕

FUH--mk百
戸
内

2
4
2
、
そ
L
L
N
S
W
州
で

ん
凶
=
宇
和
fHい一一以
ru

さ
れ
え
フ
戸
r
F
F
L目
立
ミ
ピ
(
)
[
{
戸
2
E
L
L
Z円
VMrF
ウ

mvrpHミ
ピ

C
E
2
が
1
1
ガ
ル
エ
ィ
ド
の
苅
+
芝
、
あ
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
初
は
良
川
弁
護
の
顕
寄
を
品
川

4

い
、
ま
た
こ
れ
ら
の
判
度
に
河
わ
る
弁
設
の
独
守
刊
を
い
以
な
7
と

い
う
坪
山
で
す
一

M

一
町
内
問
に
ぷ
抗
感
が
あ
り
、

F
K
り
く
そ
れ
は
?
と
拡
大
一
7
る
に
は
い
た
ら
な
か
一
二
た

U

オ
ー
ス
ト
一
ノ
リ

7
rぐ
の
半
格
的
な
司
法
ア
ク
ピ
ス

九
七
今
一
一
ー
の
述
邦
法
倖
扶
助
町
F

〉

E
ロ
己
出
口

[hmmL

ゾト

ト山

E

Z山
間
同
日

A
L
A
O
)
設
yv
以
降
に
許
一
吟
、
い

J

れ
る
戸
一
ー
と
に
な
る

r

γ
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
、
)
年
代
に
八
百
九
惟
直
勤
の
借
り
十
均
一
一
り -" 
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キ
f
庁
吉
J

ど

v

C
パ
ソ
一
一
刀
ル
」
イ
ド
め
た
元
化
が
凶
ら
れ
る
こ
♂
に
な
る
が
、
之
、
ス
ト
ブ
リ
ァ
も
こ
の
民
響
を

J

受
け
て
労
働
1%
の
ホ

f
y
ト
ラ
l
攻
権
が
j

ガ
ル
ヱ
イ
ト
の
充
十
歩
、
化
に
心
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
っ
ち
イ
ノ
ト
一
ソ
ム
攻
悔
は
、

九
二
一

d
r
に
λ
L
A
O

や
が
守
三
こ
れ
仁
よ
J

て
方
、
1
J
F
ハト一フ

7
ア
の

F

ガ
ル
コ
ィ
ド
休
初
は
飛
神
的
に
充
実

J

シ
け
も
の
と
な
る

A

J
し一〕川叶ーい十一」牛

l
小

山

1
1

;
u
i
f
-
-
J
 

L
λ
り
の
ワ
行
二
人
h
y

ツ
ア
究
4
f
i
は
川
川
々
れ
と
な
り
、

九
じ
ア
パ
の
つ
に
は

h

一
名
に
一
用
比
さ
れ
る
に
い
た

(也
ノJ

パ
ド
ル
了
心
戸
し
爪
M
U

九
七
ハ
〉
年
代
以
峰
た
き
く
成
長
一
?
ゐ
巳

一
九
七
心
刊
に
γ

ポ
ヮ
、
ン
ユ
を
対
象
と
す
る

C
L
C
と
し
て
可
三
U
W
州
に

円、F
尚
之
一

山
田
正

E
M
v設
け
h

れ
、
さ
ら
に

九

七

年

に

は
F

ポ
リ
、
ン
二
を
対
象
と
ず
る
h

の
以
U

刊
で
は
じ
め
て
の
仁

L
C
と
じ
て

]TJE3〉

「命
m
p
]
印

2
5日
が

V
E
C
州
一
メ
ル
ボ
ル
、
J

市
の
ブ
ィ

r
y
口
〆
地
ド
に
日
嗣
け
ら
れ
る
二
と
一
な
る
乙

そ
の
後
イ
ル
ボ
ル
〆
市
で
は
、

町ロ
N
H
C
可
円
高
己
的
2
4
R
伶
に
続
く
形
で
、

zh円
に

ホ
イ
y

-

2

2

ム
政
枠
の

一
つ
の

C
L
C

れ
る
こ
と
に

3

も
〆
J
I
Y

メ
わ

交
代
以
降
、

ふ
バ
律
扶
助
な
と
政
山
川
ト
よ
る
社
へ
μ
的
支
出
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

ふ
/
ヌ
一
円

c
ヨヨ主玉
C
コ

一
九
七

t
r
に
は

ヘ/
A
4
]
{
}
叶
吋

l
円十市り、

連
邦
が
行
っ
ぺ
v
k
り
い
律
扶
助
事
業
は
予
算
権
限
よ
と
も
に
州
レ
ペ
ル
の
り
!
日
ゲ
ル
エ
イ
ド
事
務
市
に
湾
管
さ

れヲ仙一、ーと
f

いれ
d

J
包

こ
の
品
約
]
芸
人
、
リ
v
l

力
ル
工

f
k
十

C
L
じ
に
討
す
る
財
政
正
日
院
は
小
交
疋
化
す
る
こ
と
に
な
る
つ

」
の
一
で
つ
な
状
仙
の
も
こ

九
力
心
司
代
川
明
か
ら
、
少
な
い
公
的
法
伴
扶
助
、
J

話
一
ゃ
い
民
川
同
法
伴
事
的
州
恥
…
阿
茶
ハ
パ
投
下
十
に
よ
る
プ

円
ポ
ノ
出
刊
叫
に
八
八
川
わ
せ
亡
幼

i
ι

予
約
心
開
い
る
た
め
の
一

る

E
7
に
な
る

U

公
的
法
律
決
助
こ
民
司
法
律
ハ
務
所

E

刻
字
、
汗

設
に
土
る
司
法
ア
ク
セ
ス
ー
ペ
援
長
務
と
や
効
半
内
に
配
分
す
る
べ
く
設
け
ら
れ
寸
の
が

n
i
I
L
C
H

H
J
P
F
H
5
2
2ゐ

γ
J
g

2
2
2ご
m
Zご
土
芸
}
で
あ
る
。

P
I
L
C
H
は

、

ガ

凡

工

イ

ド

や

C
L
C
に
よ
る
ハ
ム
リ
川
賞
金
い
ふ
る

7
i
ガ
ル
サ

l
己
ス
と
民
間

川川い也
F

市
子
治
所
・
開
業
、
主
判
明
の
フ
ロ
ボ
ノ
に
よ
る
リ
l
ガ
ル
庁
l
μ
一
ス
と
を
利
川
語
い
取
り
次
ぐ

2
2
5
m
F
E
Z
に
つ
い
報
交
ゆ
一
い
し

〆

y 
/ 

ヲ
〆J

九
九
年
に
メ
ル
ボ
ル
〆
と
シ

t
一
ー
に

P
[
L
C
口
が
円
以
け
h

れ

公
的
資
ム
に
よ
る
司
法
7

ク
セ
ス
支
詩

と
f

人
同
法
律
事
ぬ
い
町
開
業
九
九
一
殺
ム
し
の

J

ノ
口
市
ノ
活
動
と
芸
科
川
者
に
魁
叫
に
取
い
け
次
介
、
μ
り
l
ピ
ス
を
抗
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
し

γ
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た
「
ι
誌
を
行
、
つ
に
い
た
っ
て
い
る

l
L
C
H
は
、
多
く
の
太
子
江
律
川
務
所
が
令
員
メ
ン
パ
千
戸
か
り
、
ま
た
法
曲
川
河
川
河
の
7

7

ン
ド
に
よ
る
治
的
を
立
け
て
、
す
尖
し

ワ
ド
政
権
誕
ペ
ド
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
る
}
と
ト
な
る
つ

さ
ら
に
人
き
な
j
法
7

ク
い
に
ス
支
廷
判
明
度
の
す

γ

苧
は
、
度
均
一
な
こ
r

て
は
あ
る
が
、

ハ
ワ
l
ド
成
権
は
、
注
品
政
刊
は
原
則
と
し
て
法
一
一
刊
扶
助
い
は
羽
与
し
な

ル
ー
九
六
年
乃
小
主
ヘ
ム
政
治
を
摂
泣
叩
す
る
ハ

い
よ
、
つ
に
ト
ク
み
を
牝
投
l

一
九
九
七
年
に
止
一
対
法
の
一
川
特
範
掛
に
山
川
正

L
C
の
み
述
邦
法
律
扶
以
予
れ
円
パ
オ
州

r'
い
ソ
ず
る
二
と
と
し

一
一
矢
の
減
少
と
な
り
、

た
れ
連
邦
レ
ベ
ル
の
法
枠
扶
助
浩
司
機
却
は
す
べ
て
発
仕
え
れ
た
。
こ
の
結
果
、
名
川
の
法
律
扶
助
予
甘
は
約

ほ
と

λ
と
行
え
な
し
技
能
山
↑
泊
っ
た
…
ご
め
迫
邦
の
は
叩
自
に
よ
ハ
て

各
州
川
は
少
な
く
な
っ
た
ラ
J

説
を
よ
り
俊
光
疫
の
高
い
古
川
ぺ
j

h
ド
件
に
長
小

L
て
刑
い
る
よ
つ
に
な
一
九
た
た
め
、
一
九
字
下
件
の
法
律
扶
助
は

九
九
九
午
の
五
年
間
レ
法
律
伝
助
一
句
給
者
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万
人
減
少
4
る
こ
と
に
な
る

九
万
凡
主
ー
に
民
間
伝
律
事
務
所
・
開
業
討
議
上
、
リ

i
f
ル
T
f
k
H
μ
務
所
、

、
り
i

ヴ
ル
二
イ

h

仁川、

じ
?
4
C
の
f
J
助
と
と
も

1
3
 

りア」「5
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t
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n
l
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白山手リリ日

こ
の
体
制
は
ハ
ワ
!
?
は
ι仲
間
対
の
緊
縮
刻
政
を
寸
法
じ
に
形
成
さ
れ
亡
き
た
こ
と
が
君
話
さ
れ
て
は
な
り
な
い
り
ふU

P
 

こ
の
上
、
、
な
状
U叫
ι
み
一
応
タ
川
県
す
ふ
ぺ
¥

代
ん
入
去
が
ら
な
心
民
間
~
導
の
ざ
浮
込
山
一
】
3
c
m
L
k
t
k
E
g
g
-
q
t
o
コヨ

九
九
五
年
か

k

つ

じ
て
し
の

に
、
民
向
法
律
亭
持
一
小
川
・
日
44K
弁
護
す
り
ブ
甘
い

f
T山
助
命
強
化
す
る
1
バ
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
こ
y

なっ入戸

グ1

二
円
、

0
1
f寸
に
は

徒
、
↓
コ
ハ
U
F
ノ
ム
一
寸
代
半
ば
に
カ
け
と
、

運
ぶ
寸
法
長
JU
が
初
の
恥
ヨ
ソ

U
Y
ノ
九
百
誌
を
ア
ヤ
佐

L
、
民
対
弁
芯
三
ム
も
人
寸
]
め
た
多
f
h

い
な
司
法
マ
ケ
セ
ス
支
援
が
捷
一
口
百
れ
、

C

7
ν
7
1
ス

フ
ロ
ド
ノ
活
動
に

4
る
4
1
1
ア
ク
七
ス
主
廷
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
、
田
つ
如
に
学
げ
た
よ
う
な
捜

均
一

れ
ふ
に
い
た
る
灯
で
あ
る
ο

今
J

じ
で
は
、
オ
ス
ト
サ
}
ノ
ア
の
J
司
法
F
ク
し
主
八
人
授
は
、

j

l
カ
ル

に
イ
ト

2
じ
L
心

γ
よ
る

に
狩
る
と
も
劣
ら
な
い

ど
も
似
わ
れ
て
い
る
が

ゾト

の
片
山
」
試
作
事
務
所
・
開
業
弁
表
土
ト
上
る
寸
ロ
ボ
ノ
イ
川
殺
に

k
つ

?

ザ

h
ゾ
ご
レ
一
正

、
〆
し
、
に
1
1
H

}
九
同
法
伴
半
務
一
昨
・
開
業
山
T
I
n
-
に
上
る
ブ
ロ
ボ
ノ
出
動
が

し
ば
し
ば
匡
が
行
、
っ
べ
う
品
、
前
法
作
松
此
什

1
ピ
ス
の



穴
埋
め
f

F

れ

~Jち
で
あ
る
こ
f

骨
骨
昧
し
、
ブ
ロ
ボ
ノ
日
動
の
活
牲
に
が
必
ず
し
も
内
法
ア
ク
ゐ
↓
ス
:
文
一
院
制
度
合
休
の
充
実
行
い
に
繋

が
お
り
与
い
可
設
相
が
あ
る
こ
と
を
?
岐

J

て
い
7

心
か
ら
で
あ
る
一

そ
れ
そ
れ
の
司
法
ア
ケ
ご
ス
支
援
制
度
の
行
一
怖
と
法
治
の
あ
り
い
れ
刈

LI--J
土、

j

v

l

 

C
L
(
、手、
L
て
夫
同
法
律
ポ
務
所
・
間
長
弁
護
の
ブ
ロ
ボ
ノ
活
動
の
勾

一
ぺ
ー
ス
ト
ラ
汀

J

ア
の
リ
l
カ
ル
ノ
ー
ド
、

件
い
つ
い
て
一
約
九
リ
L
、
そ
れ
ら
が
と
の
よ
ー

~
L
C
述
廷
し
合
っ
て
オ
l
一
人
「
ヲ
リ
F

の
同
法
ア
ク
セ
ス
支
一
一
械
を
充
実
化
交
ぜ
て
い
る

か
ι
乞い
γ
り
か
に
す
る

I
I
I
-
H
J
ν
f
r
i
N
h
 

1

3

y

二

一

オ
i
ス
L
Jノ
リ
ア
で
最
も
、
官
官
な
司
伝
ア
ラ
ゼ
ス
す
ほ
の
担
い
j
は
リ
i
ガ
ル
ャ
J
f
k

事
務
所
で
志
る
J

元
ほ
ど
と
は
宍
な

Qγ

ー

タ
を
ハ
ム
一
げ
る

F
、
z
m
t
m
d
時五

〉戸〔一心

U
P
に
よ
れ
ば

， 
¥ノ

/
ム
二
企
副
主
乏
の
連
邦
政
府
法
律
扶
助
1
J
符
(
じ
L
じ
へ

の
約
引
を
除
く
)

は
俗
宗
ド
ル
で
あ
り
、
司
政
府
デ
尋
は
二
・
ヒ
出
川
本
ド
ル
、
八
ム
対
一
基
金
与
に
よ
る
批
人
が
り
・
九
倍
業
ト
ル
、
臼

と
さ
れ
て
い
る
つ
。

J
じ
い
仏
与
し
六
)
'

一
精
一
哀
ド
ル
、
総

J
P

守
主
部
ハ

a
O億
一
示
ド
ル

ぺ
宗
ド
レ
大
つ
け
で
寸
借
了

J

て
ア
パ
川
一
つ
億
川
円
)

ノ
ノ

二
会
心
一
一
寸
岐
に
は

J
r
l
ガ
ル
エ
ィ
ト
事
務
所
は
二
一
川
7

て
}
ヘ
〉
八
刊
の
対
同
て
の
法
的
ゆ
寸
‘

1
絞
祈
引

ノl

イT

J) 

当
者?
下?

-" 
t又

-lj-
;J 

ヘご

うr ノ、

f了、
-:J じ

て

ど〉 λu

一bf
u

力
家
族
紛
争
桝
久
山
リ
ポ
ト
、

C
九
二
が
i

の
ゆ
践
で
の
汁
一
教
山
円
、
約

h
M「
ド
の

先
に
も
辿
ぺ
ん
と
お
り
、

九
九
六
年
以
降
連
邦
政
町
は
以
引
と

L
L
公
的
法
伊
扶
助

一
刀
ら
千
を
引
き
、
辿
花
小
山
ト
涜
わ
る
古
宇
宅
日
の
み
川
へ
の
小
賞
金
油
防
を
行
っ
て
U

7

仰
の
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
各
州
レ
ベ
ル
の
リ
ガ

ル
L

ノ
バ
ー
下
街
一
川
が
公
的
法
律
扶
助
を
和
う
こ
と
と
な
っ
て
い
と

リ
ー
カ
ル
ー
ノ
ド
下
尊
の
一
パ
刀
日
仁
川
引
の
f
A
f川
件
数
古
川
〈
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円
九
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午
佼
)

家
計
一
事
件
+
決
劫
が

1

・

百

M

L

ょ

う

ご

う

)

J
f
f
l
{
:
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は
、
日
守
法
律
扶
助

(
円
選
汁
誌
に
相
当
)
が
ハ
悶
・
立
弘
、

民
h
v勺
J
件
い
い
扶
助
は
主

%
一
今
占
め

2

引
に
過
ぎ
な
し

こ
れ
は
、
別
手
法
律
伏
臥
の
ず
一
「
要
性
J
M
他
の
事
案
に
む
し
て
大
き
い
こ
と
に
も

よ
る
か
、
家
事
事
引
、
民
事
事
件
に
つ
い
て
は
民
間
の
ブ
口
ポ
ノ
市
立
に
ょ
う
て
相
わ
れ
る
/
ご
ご
h
J

が
パ
き
い

F

ょ
に
も
よ
る
υ

オ

-

ス
ト
ラ

J

7
の
ガ
ル
エ
ィ
ー
ト
社
皮
は
~

J

ユ
平
ノ
ケ
?
;
「
「
一
デ
ル
と
ス
タ
y

ブ
司
「
三
フ
ル
の
混
行
形
態
で
あ
h

、
ス
タ
J

ノ
~
+
ァ
ゴ
ド

が
よ
戸
接
一
」
7
4
7
ノ
サ
事
川
と
件
叩
ゅ
の
開
業
、
て
H
士
に
委
託
し
て
組
当
し
て
も
ら
、
つ
事
件
「
が
あ
る

私

μ身
が
訪
持
し
た

V
I
仁
川
を
川
町

に
と
ん
v

と
、
凶
者
ー
と
後
者
の
山
部
九
円
は
二
刻
七
ず
あ
り
、

t
J
E
o
p
ニh
m
m
L
K
{
-
戸

V
L
A
」
の
パ
不
ル
ド
山
峠
1
4

阿
付
さ
れ
た
弁
護
ー
の
な
が
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リ
ー
ガ
ル
工
rn

ド
の
半
吐
庁
を
受
任
す
る
戸
い
と
が
で
き
る

η

v
i
し
川
川
告
別
…
-

h

レ
一
る
と
、
小
川
法
教
育
、

リ
ー
ガ
ル
コ
/
川
何
事
務
所
の
ポ
業
内
窓
は
、

法
的
助
一
言
、

柏
市
提
供
、

ぬ
判
外
紛
争
前
決

日差

代
別
川
弁
設
へ
の
以
的
投
肘
と
な
っ
て
い
叫

声
、
つ
ま
で
も
な
く
そ
の
山
中

あ
三

少
な
い
ず
ノ
員
長
長
大
阪
に
伺
弔
す
る
べ
く

U
J
裁
判
外
紛
争
的
決
仁
力
九
J
人
れ
ま
介
容

止
。
〉
一
?
と

J
U

I
1
7
レ
i

イ
に
い
1
5
F
Z

〉

y

f

J

す
っ
-
p
f
i

判
所
で
の
紛
争
解
決
に
も
力
ふ
入
れ
て
い
る

υ

に
つ
い
て
は
多
行
語
引
の

↑占的川叫一い、

情
郭
提
供
リ
ソ
ピ
ス
が
行
わ

れ
て
お
け
、
定
一
山
の
他
一
四
の
コ
ミ
ュ
一
子

f
?
日
誌
に
r
o
p
ω

法
敦
育
、
法
的
助
目
、
惰
針
捉
供
サ
ピ
ス

れ
て
い
る
c

代
間
人
・
弁
友
人
な

L
て
出
頭
}
た
さ
44主
に
対
し
と
抜
伏
さ
れ
る
サ
ヲ
ピ
λ

で、

(
《
》

Z

コ
や
ロ
Z
5
2
¥行
2
5
3
(一

2
2

の
刑

F
事
件
へ
の
法
的
均
二
や
討
議
人
怖
の
長
経
が
中
レ
で
あ
る
が
、
家
出
及
川
刊
川
、
パ

7
1裁
判
一
崎
、
市
汁
所
て
も
必
要
に
忠
じ
て
当

番ヰム書一点土ルリ

l
f
ス
を
廷
供
し
て
い
ゐ
。

オ
I
ス
「
ブ
リ
ア
の
リ
庁
ル
L

J

ド
劃
震
は
口
い
本
い
止
、
へ
一
仁
川
丸
模
的
に
も
楼
能
的
じ
も
充
実
し
て
い
る
が
、

F
甘
す
別
減
圧
力
に
さ

ら
さ
れ
ゐ
山
中
、

cー
じ
ゃ
民
間
法
律
事
務
叶
‘
向
業
中
ノ
護
世
に
よ
る
J
J
口
ド
ノ
活
動
1
y
i

の
連
携
に
ま
1
9

」
二
す
力
を
入
れ
て
い
ん
v

?

の

ゾト

よ
う
な
ー
北
戎
の
小

υ
に
あ
ゐ
と
い
う
山
円
山
町
帆

T
も、

J
4
1
ス
ド
ブ

η
γ

の
多
椋
な
叶
法
、
y

ク
七
ス

己
中
村
は
、
ム
ー
も
九
三
ハ

壬~
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リ
ャ
升
ル
エ
イ
ド
で
あ
る
こ
(
一
日
え
る

の

て

ミ

ユ

↑

ア

イ

ノ

i
F
d
ル
・
ト
〉
タ

1

C
L
C
は

法
均
な
問
題
を
川
又
て
い
る
へ
々
ト

付
信
も
し
く
は
低
叩
市
川
で
ソ
ガ
ル
ル
リ

i
己
ス
キ
」
泥
供
す
る
非
P
H
刊
の
斗
叶
い
ア

ク

ヘ

る
“
政
均
hr
ら
の
補
助
会
会
げ
つ
つ
も
、

7
1
X
ル
↓
ノ
ド
下
務
所
九
三
政
問
伐
司
令
ら
独
立
し
た
法
人
格
を

も
ち
、
企
業
や
法
休
事
務
所
が
守
山
聞
か
り
の
羽
山
以
前
祐
助
吉
元
け
る
こ
と
も
f
Z
5
7仰
の

えヲ内、号、
1
1
v
h

」トム、つノ一一、

-

v

l

t

I

ノ

づ

句

、

i
y

円
、
心
へ
ん
干
!
ハ
刀
末
現

千?

←アて

k、

七
九
の
じ
L
C
が
寸
1
1
P
一
フ
リ
ア
守
治
勤
し
て
い

C
L
C
は

そ
れ
ぞ
れ
以
円
の
円
れ
を
も
ち

寸
ミ
ェ
一
一
-
一
ノ

P

ー
に
営
企

L
た
リ
l
ガ
ル
叶

1υ

ス
の
提
供
在
行
っ
て
い
ゐ
)
法
的

助
一
口
、
氏
的
代
坪
・
弁
一
夜
斗

i
ピ
ス
促
供
、
中
↓
雷
弁
誌
上
、

A
O
R
の
利
用
支
援
、
信
報
提
供
、
法
投
育
、

w

ル
ブ
ヘ
ル
ヂ
ノ
の
け
ザ
ミ

i

ーヘ九小いこ、

h

ゾ
ー
刀
ル
エ
イ
ヲ
ド
事
務
一
川
刊
し
ぺ
重
な
心
宗
務
ふ
行
う
は
か
、
独
山
、
に
つ
F
7
渇
か
ら
ふ
μ
攻
#
i
抗
了

h
f

」
行
、
つ
な
!
と
、
独
V
?
?
6
人
な
円

で
は
の
役
剖
を
も
が
っ
♂
に
い
'
Q

C
L
じ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
間
に
誌
づ
い
た
、

地
域
に
霞
善
、
L
P
人
叫
法
グ
ノ
ク

k
ス
よ
採
は
ど
日
に
他
す

る
r

例
え
ば

九
七
つ
年
に
シ
ド
一
一
?
で
一
一
民
げ
が
れ
た
〉
r
c己保
52]

出

3
5
2
は
、
ア

rり
ジ
ご
の
人
作
一
昨
設
、
十
点
の
株

利
団
復
な
ど
に
市
川
り
純
む
独
門
灯

C

L
じ

リ

j
U
4
1ノずン

一
J

一一絞め

C

L
仁
川
外
明
オ
ス
ト
ラ
1
ノ
ア
で
最
初
仁
設
立
さ
れ
た

同
り
に
ど
ご
〈

山

m
2
5
v
は
、
メ
f

ル
ボ
ル
、
J
h械
で
特
に
柊
民
竿
乃
キ
い
山
地
区
に
あ
っ
て

地
い
町
一
道
新
の
ぺ
叶

i
万
ル
作
ノ
ー
ビ
ス
を
提
供

人山港、

川
事
事
p
i
に
甲
山
…
を
青
い
た
寸
法
ア
ク
セ
ス

ま

メ
ル
ボ
ル

薬
物
、

タ
グ
主
債
務
、

f十
d丘

-:) 

仁

し4

ン
h
に
あ
る

J
W
E
F
r
更
は
、

二
五
弘
ま
で
の
古
河
層
を
対
象
と
し
て
、

γ

古
」
肝
一
淳
一
、
?
に
少
年
犯
罪
、
薬
物
依
存
、

ヰ

l
ム
レ
ス
半
寸

の川口
4

起
に
取
っ
刺
み
、
法
的
助
一
日
や
川
川
い
料
・
弁
護
庁

l
ピ
ス
於
炉
、
の
み
な
ら
ず
、
牛
泊
カ
ウ
J

セ
リ
ン
グ
や
も
含
め
た
従
合
的
リ
ガ

ル
ザ

1
ピ
サ
八
を
捉
払
い
し
て
い

J

ぺ
ャ
J

ベ
づ

f

町
に
あ
る
さ
E
r
E
F
mい
古
伊
豆
「

mm己
門
司
D
口
市
は
、
似
の

C
L
C
L
f一
同
憾
の
条
務
の
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ほ
か
、
特
い
、
情
氾
借
家
、
住
宅
、
公
的
給
付
、
高
齢
守
、
臨
時
岩
サ
ボ
!
な
と
の
業
務
ヰ
行
っ
、
ぃ

ぷリポ
v

ト
を
/
打
、
7
には「

ナ
」

、

や

N
y
o
f
の
連
柊
に
J
J
を
入
れ
て
お
り
、
き
め
の
刑
制
か
レ
サ

y
q〈
か
四
乱
伐
さ
れ
一
、
い
る

J

C
L
C
は
行
い
ヒ
す
べ
き
活
款
を
幅
広
，

f
r
っ
一
、
い
る
が
、
一
出
政
的
抜
取
は
ー
は
し
ご
分
で
は
右
い

J

メ
タ

y

一ノのわ計十
7
t
b
低
散
で
あ

、加フ
心
、
多
く
の
場
台
、
学
牛
専
の
ヰ
ラ
ン
ザ

J
γ
を
活
出
し
、

γ
八

df
の」
34
床
法
マ
投
石
と
辿
拷
し
ぐ
い
る
υ

例
ス
ば
、
山
℃
コ
長
f
L
m
d

Z
C
E
L
T
v宮
一
日
2
5
(
は
、
モ
ナ
シ
ユ
ト
ヘ
、
了
仏
宇
部
門
臨
床
法
;
J
教
育
し
〈
山
地
携
し
て
地
域
出
着
の
リ
1
4ん
ル
吋

l
ピ
ス
を
淀
A
K
L

C
川
る
ハ
光
一
は
し
ff~
ナ
げ
七
ゲ
ゾ
区
長
田
与
さ
じ
も
、
山
日
J

叩ゅの
A
f
半
の
み
な
じ

J

ず
、
心
理
学
の
、
7
ぺ
な
ど
与
J

く
の
学
生
ボ
一
プ
ン
一
ア
ノ
ア
が
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現
場
常
務
の
椛
叫
同
日
当
た
ヮ
f

、
い
る
c

上
九
祢
川
ト
-
ァ

y
i
 

い
i

百
れ
の

C
i
C
Jも、

地
域
に
お
り
ョ
G
法
救

JZJ希
裂
な
役
作
目
を
来
た

L
て
お
リ
、

ブ
ル
の
解
決
支
按
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
下
紡
に
も
リ
を
人
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
川
削
減
税
若
の
仁

L
じ
が
得
怠
と

す
之
?
ポ
i
k
の
あ
り
方
ご
あ
る
と

γノ
て
よ
v

?

は
改
革
挽

-
7
2ムた、

川
出
ア
ク
セ
ス
支
援
の
現
場
の
古
を
独
立
し
た
斗
場
内
I
J
h

州
政
山
川
L
H
J

に
'
問
、
ス
る
と
い
ろ
意
味
で
、
九
州
め
て
五
更
な
川
日
制
し
y

一
口
っ
て
よ
い

た
f
h

も
仙
刷
れ
た
が
、

F
~
ムL
C
H
も
ま
た

C
L
C
の
一
つ
で
あ
り
、
弁
護
f

の
公
益
辺
助
手
推
躍
す
る
た
め
の
独
立
非
い
け
刊
の
組
織

で
J
A
W
7
J
V

一

公
的
資
金
の
他
、
法
前
日
間
体
↑
Z
J
v

の共↓
A
L
の
引
五
千
寄
付
な
こ
に
よ
う
て
連
立
さ
れ
て
い
る

)
F
T
L
じ
H
は
、
り
刀
ル
エ

f
ド、

C
L
r
u
、
民
羽
法
律
つ
務
所
・
悶
卒
、
汗
設
へ
の
依
頼
の
は
リ
次
ぎ
を
上
た
る
業
務
と
」
ご
ム
ス
ペ

)
v

宵
ル
ー
一
イ
ド
ヤ
地

の
C
L
C
が
打
わ
な
い
ヘ
ム
設
法
分
町
に
お
け
る
j

庁
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
も
治
円
仁
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば

公
ぷ
環
境
法
案
ド

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
他
の
組
織
と
は
ぬ
わ
な
い
訴
し
い
領
以
の
司
立
プ
ク
セ
ス
十
人
一
世
会
行
っ
て
い

い
ず
れ
に
し
て
も
、
乃
ス

r
テ
リ
ア
の

F

ム
マ
セ
ス
又
一
長
の
多
様
工
与
問
聞
か
ら
よ
え
て
い
る
の
は

C
L
C
ご
あ
る
ご
計
勺
亡

上
、
r

k

い
二
い
円

i

c

b
こ
っ
ト
ム
う

L

I

-

-

(

一〈
L

一
t

、
c
c

の
あ
り
方
が
模
索
叉
れ
る
卦
更
が
あ
ろ
う

G

ゾト
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q 
u 

フ
ロ
ポ
ノ

フ
ロ
ポ
ノ
ど
は
、
民
間
司
法
律
ポ
務
所
・
判
長
弁
誇
デ
原
則
恥
慌
で
つ
こ
フ
ィ
ペ
ト
・
イ
一
ソ
ケ
一
ブ
ノ
ス
や
む
う
こ
と
で
あ
り
、
先
述

の
泊
り
、
民
川
弁
護
が
円
山
報
動
で
託
供
す
る
j

庁
ル
サ
ー
ビ
ス
も
プ
ロ
ボ
ノ
に
'fま
れ
、

5
ら
に
、
法
教
古
、
法
改
、
京
、

C
L
C

袋
、
内
セ
カ
ン
ト
λ

ン
ト
ヵ

円
F
ノ
ド
介
ま
れ
る
と
さ
れ
ど
い

民
間
法
常
事
簿
一
山
川
a

明
刈
業
打
議
土
の
(
一
ノ
円
ボ
ノ

活
に
お
は
、
民
事
も
刑
事
の
法
的
効
↓
↓
円
、
代
理
・
弁
護
七
行
、
つ
が
、
さ
り
に
、
?
な
い

で
ま
カ
な
う
こ
と
が
悲
し
い
家
事
/
少
一

位十
μ
j
件
ゃ
い
[
阻
止
明
批
H
H平

J

円
「
山
市
上
ポ
件
の
叫
法
F

ク
ヒ
ス

14J品
川
を
も
行
っ
て
け
る
ハ

1
1

同
給
者
向
山
口
、
失
日
米
問
題
、
一
移
山
問
題
、

一
、
ー

オ
1
4
L

ス一平い也、

先
住
民
開
設
な
と
、

十

1
ス
:
ァ
ワ
T
の
は
律
手
務
所
は
、
八

法
律
が
か
ら
む
村
公
的
問
題
の
解
決
支
援
も
行

F
J
E
い
る
〈

子
法
律
ポ
務
所
も
恒
人
事
訟
判
明
も
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
↑
リ
を
人
れ
て
お
り
、
特
に
十
八
千
弘
往
け
で
務
所
は
午
同
総
収
人
の

こ
%
程
度
を
プ

げ
ポ
ノ
活
動
に
当
て
て
い
る
と

5
れ
て
U
ゐ

民
間
の
伝
咋
宇
治
所
が
利
益
を
中
ま
な
い
プ
汁
ボ
ノ
活
動
に
む
を
人
れ
る
の
は
村
政
だ
ろ
う
町

J

も
ち
ろ
ぺ
多
く
の
伝
律
事
詩
Jm

F

L
一
}

f

、、

y

j

v

 

ブ
ロ
ポ
ノ
は
り
ゃ
な
る
幼
虫
査
一
一
的
動
で
は
な
ν

「4
務
所
は

一
足
の

H
仰
を
も
っ
て
ブ
口
市
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
b

設
け
、
ま

た
プ
ロ
不
ノ
活
助
仁
、
今
一
hmL-
、
い
る
こ

特
に
十
八

1
の
法
伴
!
一
事
青
山
川
川
に
こ
っ
て
は
、

v

一
読
々
志
社
会
活
動
に
三
献

L

ま
ず
、

バ、仙件出川
J

務
問
、

亡
い
る
1

f

い
へ
ア
ノ
r

，
バ
事
了
す
る
と
y
は
、
山
ム
の
百
伝
と
三
L

有
比
一
で
あ
る
つ
と
い
う
の
も
、
そ
の
法
律
ヰ
務
所
が
特
定
の
人
I

卒、ク

ソ
ィ
ア
ン
ト
の
利
益
は
か
り
h
一
ぷ
)
て
い
る
の
て
は
な
く
、
社
会
の
公
ぷ
活
動
ド
ヒ
た
附
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
Jγ

け
る
こ
と
が
ご

さ
、
そ
れ
に
土
つ
仁
糾
た
な
た
業
L
P
/

一フ

f
ア
ン
ト
を
得
干
す
く
す
る
:
と
が
と
き
る
か
fh

で
あ
る
ロ
ま
た
、
法
一
一
刊
下
昔
日
一
-1
は
、
ザ
バ
ー
川
，

け
ブ
ロ
ボ
ノ
e

ブ
ロ
グ
ブ
ム
守
設
け
て

む
き
る

f

リ
ク
ル
ト
に
泊
ー
す
る
こ
と
れ

J

い
す
れ
の
川
-
牟
川
じ
も

U
本
の
川
法
試
験
に
(Fじ
す
る
上
う
な
法
匹
資
格
試
験
が
な
い
の
で
、

の
を
い
川
を
十
れ
や
る
こ
と
と
、
そ
の

オ

ス

L
F
リ
r
Jじ
は
、

ム
へ
持
J

の
成
結
l
L

本
へ
の

み
て

J

北
ノ
人
ワ
ク
ル
ー
ト
を
り
つ

P

ー
と
に
な
る
、
こ
心
什
、
い
ん
γ
江
氏
一
円
プ
ロ
ボ
ノ
・
ブ
ロ
グ
フ
ム
に
積
極
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IU
に
山
安
川

υ

一
f

よト
y
、
山
同
感
し
孔
を
思
い
に
い
る
J
V
J
は
、
多
く
の
場
台
に
叩
戦
力
と
し
と
使
、
え
る
R

八、村
J
J
あ
る

そ
の
よ
う
な
に
村
か
ム
特

に
雲
寺
な
告
を
混
ん
で
い
休
町
す
れ
ば
、
新
人
抗
原
リ
ス
ク
や
低
く
料
、
:
?
」
J
)
日J
で
き
る

千父ミ

「
》

若
T
ス
タ
ノ
ブ
向
け
に
ブ
ロ

r

ノ
・
/
口
ク
う
ム
会
一
設
け
、
問
え
ば
い
七
カ
〉
ト
メ
ン
卜
阿
形
で
じ

L
C宅
の
新
織
に
若
手
弁
護
士
を
数
ァ
打

4

間
一
川
遣
〆
て
日
事
を
さ
せ

る
こ
と
で
、

f

右
f
7護
力
仕
事
内
出
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
は
、
移
民
自
題
全
被
う

C
L
じ
な
ど
仁
右
子
弁
護
士
を
派
遣

す
れ
ば
、

こ
の
山
一
二
限
!
は
将
兵
法
な
υ

主
投
は
事
務
引
で
は
拘
わ
な
い
法
分
野
の

し
て
は
庇
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
巳
、
三
世
土
の

力
置
が
幅
ー
い
い
安
川
崎
経
験
ト
宮
山
付
け
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
!
h
T
h
f
哀
ー
の
こ
の
よ
つ
な
い
枯
抜
は
事
務
一
引
の
八
日
ヘ

E
Mを
向
め
る
こ
と

ノミ h ラリアのロJ;::1:アクセえ主張dJlj賓と{て曹の"，'Z吋]

に
な
る
c

そ
も
ノ
マ
も
、
プ
ロ
ポ
ノ
川
勤
は
い
侭
恢
」
の
ほ
間
川
崎
刊
号
を

h

又
一
げ
る
こ
と
が

J

じ
ふ
さ
、
こ
れ
に
資
企
を
誌
や

L
て
も
M
駄
に
な
る
こ

と
は
士
い
{
)
川
り
の
よ
う
な
一
」
と
か
も
、
法
律
事
務
所
は
稿
料
約
に
ァ
ワ
ポ
ノ
ブ
口
ゲ
エ
ノ
ム
を
設
け
、
ま
た
ブ
口
市
ノ
前
助
に
参
加

t
、
公
リ
耐
市
助
を
資
主
的
に
I2入
綬
オ
る
の
で
あ
る

さ
h

一
ノ
に
、
政
府
や
出
品
問
J
W
V
L
H
J
も
ま
た
ブ
汁
ぶ
ノ
活
動
へ
の
イ
ン
ム
ン
一
フ
ィ

7
N
μ
J
の
み
八
め
の
拾
策
を
行
っ
、
し
る
ま
ず
、
以
山
寸

応
外
山
、
仏
、
議
決
人
等
に
よ
る
り
、
控
づ
務
所
の
ず
け
↑
γノ
活
動
へ
の
民
彰
が
'
円
わ
れ
て
い
る

以
川
和
え
F
2
ス
げ
る
こ
と
は
い
れ
会
的
汗
怖
の
川

卜
に
繋
が
る
の
で
、
法
律
パ
パ
L
札
所
が
ア
戸
ポ
ノ
活
動
を
行
、
っ
こ
f

へ
の
イ
ン
セ
ン
チ
ィ
プ
ご
な
ア
一
ω
J
ま
た
、
新
聞
紙
し
で
の
ゾ
ロ
ボ

ノ
・
プ
ツ
キ
L
グ
が
七
わ
れ
仁
い

¥

1
ス
ト
と
い
に
い
内
る
こ
と
が
法
律
L
亭
務
所
の
ス
ァ
、
タ
ヮ
へ
の
喝
さ
の

コ乙
J

j

u

c

i

J

F
ノ

h

才
d
L
)
/
j

?
と
J
?
人
主
い
)
さ
ら
に

一
部
の
州
、
仰
と
ば

V
I
C
州
で
は
、
政
的
の
請
負
業
務
を
行
う
わ
め
に
は
、
事
務
所
の
川
抗
日
長
↓
し
め
じ

C

日
松
山
川
↓
人
の
れ
3

ゎ
%
の
プ
ロ
ボ
ノ
治
訪
を
わ
う
こ
と
が
義
務
つ
け
ら
れ
て
お
打
、
政
川
川
河
rMW
の
清
h
H
H
W末
ld
山
を
十
六
き
な
収
入
源
と
し
て

郊
の
決
芹
事
対
一
川
に
と
コ
ー
は

壮
事
会
山
内
る
た
め
に
ブ
ロ
ポ
ノ
活
殺
を

h
う

と
が
京
可
欠
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
は
府

令

的
問
河
じ
あ
れ

民
間
約
縦
で
あ
れ

山
務
部
門
が
行
、
っ
弘
山
業
務
は
パ
ラ
リ

l
ガ
ル
を
徐
け
ば
法
古
資
格
や
有
す
る
有
が
取
れ
初
、
っ

ゾト

と
に
争
う
て
い
る
オ
l
ス
?
ブ
リ

γ
で
は
、

政
府
部
門
の
業
務
の
ア
ウ
ド
ゾ
シ
ン
グ
を
法
律
事
初
町
が
請
け
お
う
こ
と
は
険
的
に
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ノ
れ
に
石
て
お
り
、

こ
の
よ
人
J
h
d

山川一煮の
J

も
と
で
ふ
ゐ
れ
ば
、

民
同
法
伊
事
務
刈
が
政
情
間
以
刊
の
什
事
を
停
る
λ
y

め
仁
。
一
行
J
h

ノ
活
動
に
日
明

持
的
に
な
る
に
い
ろ
こ
と
は
何
ら
不
司
然
で
は
な
い
う
以
卜
の
よ
与
な
こ
と
か
ら

ア
J
1ノ
カ
合
衆
叶
ほ
ど
で
は
な
い
い
セ
ド

ス
ト
一
フ
ザ

γ
で
も
民
間
法
律
事
務
所
・
問
主
弁
設
に
よ
る
フ
ロ
ポ
ノ
活
動
が
一
明
、

rtrけ
じ
行
わ
れ
て
い
ゐ
の
で
あ
る
内

な
お
、
六
千
の
法
門
州
事
技
所
は
、
オ
ス
ト
ラ

1

7
渋
官
協
会
(
ご
さ
つ

2
5
7
L

お
よ
び
注
目
司
法
古

(〉

5
E
H一』
E
L
U三一ハペ門戸〕〕
f

↑三

の
出
阻
害
の
も
と
に
、
回
陪
ブ
ロ
ホ
ノ
活
針
(
同
町
二

2
2
2
5一
ァ
。

出
〔
)
向
。
一
と
し
て
、
海
外
の
法
駐
術
支
社
一
治
却
を
債
和
的
に
行
〆

J

て
い
る
の

べ
「
ナ

L
ヤ
カ
ン
ボ
ジ
F

、
P

バ
〆
?
ネ
ン
ア
、

7

J

ご〆

I
l

の
J
い
整
備
よ
三
誌
に
オ
l
ス
ト
ブ
リ

γ
は
債
極
的
に
参
加
し
ぐ
い
る
が
、
二
れ
は
え
山
な
じ
出
ん
が
月
来
へ
き
な
ワ
l
ガ
ル
マ

1
ケ

y
?
に
な

り
う
る
こ
と
を
主
癒
し
、
戸
山
市
内
的
票
日
に
山
う
て
行
っ
て
い
と
よ
人
従
前
勤

P
ぬ
る
つ
国
際
ブ
ワ
ボ
ノ
活
動
は
出
ム
判
の

ご
め
ブ
ロ
ポ

ノ
活
動
で
は
な
い
が
、

P

い
律
ポ
務
所
の
c
y
汀
パ
ヲ
ノ
千
川
勤
の
怖
の
広
さ
を
物
語
主
取
り
組
み

l
y
L一
ー
、
迎
備
で
き
る
で
あ
う
つ
コ

3

フ

i

j

:

1
3
1
L
l
 

以
ー
の
制
介
。
拾
い
討
キ
一
通
1

〕て、

プ
;
ス
ト
弓
り
ア
で
は
、
り
?
ガ
ベ
ル
工
イ
ド
ト
一
事
歌
山
川
川
や
じ

I
C
に
加
、
ス
て
、

μ
い
ん
川
同
法
律
事
務
叶
。

羽
山
也
市
介
護
÷
が
、
そ
れ

rhわ
れ
な
る
湖
一
か
ら
、
作
仏
]
を
と
か
J
K
J

斗
法
ア
ク
ヒ
ス
ヰ
長
γL
郊
を
'
れ
つ
ご
い
ゼ
℃
者
明
ら
か
に

L
たり

す
な
わ
ち
、
ヲ
i
カ
ル
ー
ィ
ド
事
務
-
折
、
い
土
る
公
的
資
金
軒
町
い
れ
代
理
・
弁
設
扶
助
を
山
中
心
〆
す
る
司
法
ア
ク
ピ
ス
支
援
を
茶
帖
と

し
て
、

C
L
C
が
よ
り
出
杭
に
密
着

L
た
き
め
の
刊
か
い
司
法
γ
?
↓
ス

い
さ
ら
に
民
間
法
待
事
務
一
川
・
淵
業
弁
ず
一
口
土
に

よ
る

f
u
ポ
ノ
活
設
が
少
な
い
公
的
託
金
て
ま
か
な
ろ
こ
と
が
事
し
い
慎
り
吋
紅
川
市
内
世
寸
丹
弐
宇
山
支
の

l

川
法
γ
ク
セ
ス
支
認
を
行
、
っ
と
川

う
役
割
分
仰
の
も
と
に

光
主
し
た
可
法
ア
ク
セ
ス
文
授
が
行
わ
れ
ご
い
る
こ
と
や
け
ら
か
に
し
た
に

司
法
ア
ク
セ
ス
支
援
吋
!
と
ス

の
山
門
究
に
ワ
い
て
も
ま
た
、

I
M
的
批

u
、
法
的
代
理
守
烹
ト
ノ
ー
ビ
ス
に
舟
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

h

コ
奇
弁
一
投
十
、

A
D
R
め
枇
明
支

ーノ
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氏
、
川
法

y
ク
L
P

ス
情
杓
泥
仕
h

、
法
救
育
、
ゐ
ル
フ
ヘ
ル
プ
の
H
J
γ

ト
、
さ
ら
に
は
、

C

L
ハ
し
ゃ
民
同
法
伴
ポ
務
所
・
悶
業
汗
忍

に
↑
執
る
つ
ロ
ボ
ノ
活
動
に
あ
っ
て
行
わ
れ
-
、
い
る
ホ
ム

L
ス
ヤ
若
年
層
、
失
業
苦
、
元
住
民
の
栴
利
仮
設
サ
ボ
v

ト
な
ど
に
つ
し
て

も
紹
介
〕
た
J

F

〕
の
司
令
ぺ
に
充
実
に
斗
、
パ
ア
ク
セ
ス
を
対
日
ム
(
山
の
附
々
ま
ご
及
ぼ
そ
う
と
す
る
努
力
?
は
、

わ
が
同
一
も
大
い
に
了
ぶ
べ
き

cあ
るト

ト

，

ム

存

γ

へ
こ
j

、f
下
、
L
f
f
l
j
t
一

1

J

一

h

r
↑
寸

1
l
l
p
ト事

1
1
1
7《

t
i
f
f
J
d
ど
l
f
r
h

C
L
C
の
上
、
つ
な
独
占
の

1
w
w利
組
織
に
よ
る
公
的
資
金
い
よ
Q
汁
法
ア
ク
セ
ス
支

一
可
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
{
¥
民
川
法
体
事
務
所
営
開
業
ヂ
議
士
に
よ
る
7

口
ボ
ノ
河
川
劫
u
m
v

盛
ん
な
こ
と
で
あ
る
。
必
す

L
も

ノミ h ラリアのロJ;::1:アクセえ主張dJlj賓と{て曹の"，'Z吋]

経
済
的
に
υム
正
し
な
い

C
L
C
に
あ
ノ
ノ
¥
の
ソ
川
、
ン
タ
が
設
務
L
、
地
域
の
一
一
え
に
応
え
上
、
っ
と
努
?
り
し
て
い
る
こ

r
一
、
そ
L

C
太
子

法
洋
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